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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月19日(2015.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号２で示されるアミノ酸配列からなるＨＰＶ４５　Ｌ１タンパク質をコードする
ヌクレオチド配列からなり、核酸配列が酵母細胞における高レベル発現のためコドン最適
化されている、核酸分子。
【請求項２】
　請求項１に記載の核酸分子を含むベクター。
【請求項３】
　請求項２に記載のベクターを含む宿主細胞。
【請求項４】
　（ａ）請求項１に記載の核酸分子で酵母を形質転換すること、
　（ｂ）組換えパピローマウイルスタンパク質を産生するために、前記コドン最適化核酸
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分子の発現が可能な条件下で前記形質転換された酵母を培養すること、および
　（ｃ）ＨＰＶ４５　ＶＬＰを産生するために、前記組換えパピローマウイルスタンパク
質を単離すること、
を含む、ＨＰＶ４５ウイルス様粒子（ＶＬＰ）を産生する方法。
【請求項５】
　酵母が、サッカロミセス　セレビシエ、ハンゼヌラ　ポリモルファ、ピキア　パストリ
ス、クルイベロミセス　フラギリス、クルイベロミセス　ラクチス及びシゾサッカロミセ
ス　ポンベからなる群から選択される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　酵母がサッカロミセス　セレビシエである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　組換えＨＰＶ４５　Ｌ１タンパク質を含むヒトパピローマウイルス　４５（ＨＰＶ４５
）ウイルス様粒子（ＶＬＰ）であって、ＨＰＶ４５　Ｌ１タンパク質が配列番号２に示す
アミノ酸配列からなり、酵母において産生される、ＨＰＶ４５　ＶＬＰ。
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